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第 ４２号 

２０１６年３月２２日（水） 

今市の水を守る市民の会 

ＴｉＳＡ (新サービス貿易協定) という悪夢 

お知らせ 
 

次回の定例会 

毎月・第４金曜日 
日光市民活動支援センター 

午後１時～２時 

日程変更があります。詳しく

はお問い合わせください。 

 最近、インターネットのブログを通して

TiSA(新サービス貿易協定）という国際的

な協定が、ほとんど秘密裏に進行中であ

ることを知った。 

 ２０１３年6月に正式に交渉が開始され、

日本、米国、オーストラリア、カナダ、EU

など22か国（EUを各国ごとに分ければ 

５０か国）が参加しているという。つまり、こ

の協定はトランプ大統領が参加を見送っ

た、例のTPP協定の交渉参加国の多くも

加わっており、両者は表裏一体になって

いたようだが、迂闊なことに私は全く知ら

なかった。日本では内田聖子（アジア.太

平洋資料センター事務局長、敬称略）

が、既にこの協定に言及していた。 

（「国家破壊の『TiSA』を報じないマスコ

ミ」 「月刊日本」2015年４月号など） 

 サービス貿易とは、関税がかけられる

農産物や自動車など、形ある「モノ」では

ない、「サービス」の貿易のことである。内

田によると、経済のグローバル化に伴い,

このような分野の貿易が占める割合が、

特に先進国においては大きくなってきて

いたという。TiSAの何が問題なのか。 

 内田によると、「TiSAとはTPPから関税

分野を取り除いたもの」だという。つまり、

TPPで懸念されていた非関税分野への

影響―医療や保険、雇用、食の安全安

心が脅かされる―など、すべてがTiSAで

考えられる懸念となるようだ。（実はTiSA

はTPPが駄目になった場合の「保険」的

な意味合いも持たされていたのだという

から、御念の入ったことである） 

 内田は以下のような三つの問題点をあ

げている。 

（１） すでに先進国では多くのサービス分

野が一定程度以上、自由化されていると

いう。しかし日本では「水道」「教育」「医

療」などは公共サービスとして定着してい

る。グローバルな大企業は、これを「閉鎖

的」としてこの部門へ参入を狙っている。 

（２） この協定には「スタンドステイル条

項」と「ラチェット条項」といわれるものが

含まれている。これは一言で単純化して

いえば、一度規制緩和したら後戻りでき

ないことを意味する。「例えば、ある国に

公的健康保険制度による医療保険サー

ビスがあるとしよう。これを一時的あるい

は試験的に、民間保険制度を実施したと

する。その際に、『我が国の健康保険部

門はTiSAの例外とする』とはっきり盛り込

んでおかない限り、将来にわたってこの

保健医療サービスを公的保険制度に戻

すことは『TiSA違反』ということになる。」と

いう。（uchidashoko.blogspot） 

 TPPにも共通するが、TiSAはこうした各

国政府の権限を限りなく弱体化させ、「自

由」貿易協定の方がその上位に来るとい

う形をとるという。この点には極めて高い

危険性があるものとして十分に注目して

おく必要があるだろう。 

（３） 原則としての秘密交渉主義。これほ

ど重大な問題にもかかわらず、すでに日

本も参加し、４年以上も交渉が進められ

ているTiSAについて、多くのことが国民

に知らされることはない。TiSA交渉はTPP

と同じく「過剰といえる秘密主義」がとられ

ているからだ。外務省のホームページを

見てもその詳しい内容は全く掲載されて

いないという。マスメデイアに至っては、

ほとんど報道すらされていない。 

https://en.wikipedia.org/wiki/Trade_in_Services_Agreement 

TiSA 参加国（WikiPedia より） 



 内田は2013年3月の、シンガポールでのTPP交渉会

合に初めて参加し、「ステークホルダー（利害関係者）」

として参加していた米国大企業（カーギル、フェデック

ス、VISAなど）や『TPPを推進する米国企業連合』、米国

商工会議所などが,交渉を主導している状況を目の当

たりにし、TPPがグローバル企業の道具であることを実

感」したという。 

 そして、TPPやTiSAとは、単に農業の話でも貿易の話

でもなく、アメリカやヨーロッパの「グローバル大企業や

一部の富裕層が、さらに豊かになるツール（道具）だ」と

結んで、これを「いのちの市場化の推進」と表現してい

る。 

 けれども今、私たちが目撃している事態は、内田の上

記のような結論のレベルにはとどまらないように私には

思われる。「マスコミに載らない海外記事」というブログ

の「新サービス協定TiSA；世界統治のための要素」

（2016年1月２６日）は、TiSAの狙うところとして四点を挙

げている。ここでは、紙面の都合もあり、極めて抽象的

になってしまうが、その要点だけ記しておく。 

（１） TiSAが発効すれば、サービス市場におけるゲーム

のルールは、国民国家ではなく、何らかの超国家組織

が決定すると規定されている。国家はサービス市場に

おける、（私企業の）事業に悪影響を与えるような、あら

ゆる種類の法律や規制を制定する権利を失う。 

（２） TiSAは商業サービスのみならず、国家の「公共

サービス」まで規制する。 

（３） TiSAは、国家が国民に対するサービス提供を徐々

に停止し、この種の活動を私企業に引き渡すべきことを

規定している。 

（４） TiSAは、国のサービス市場をMNC(多国籍企業)と

MNB(多国籍銀行)の参入に全面開放することを要求し

ている。結果として「公共利益」圏としての国家は衰弱

する。 

 もしTiSAの狙いがこうしたものであるとすれば、この協

定は社会、金融と情報サービスで、国家を私営化する

計画であるといっても過言でなくなる。MNCやMNB、そ

して国際的な金融の支配者たちは、国民国家の上に超

国家機関（世界政府？）を作ることを目指している。「こ

こでは、あらゆるものが厳格で、正確で、真剣で,斬進的

な動きで、狙った方向に向かっている。」 

 これは、いわゆる「陰謀論」のお話の世界のことではな

い。TPPやTiSAの交渉などを通して、現在ひそかに進

行している現実の世界のありのままの姿である。 

                           （文責：森） 



川むし調査会 
10月15日（土）長畑・西沢川 
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 １０月には西沢川での今年２度目の「たんけん」を予定し

ましたが、残念なことに子どもたちの参加がなく、大人だ

けの調査会となりました。 

 

天気：快晴（気温 １４℃、水温 １２.５℃） 

川幅 ： 約２０ｍ、水面幅： 約７ｍ 

  （５月の実施場所よりすこし上流） 

生物の採取：川岸 

生物採取場所の水深： ５～１０ｃｍ 

川底：砂、砂礫（れき、花崗岩が多い） 

水の濁り：なし・透明、におい：なし きれいな水 

水質階級Ⅰ： 

 ヒラタカゲロウ類、カワゲラ類、ヘビトンボ、サワガニ 

水質階級Ⅰ～Ⅱ：ヒゲナガトビケラ類 

その他の昆虫： 

 ガガンボ幼虫、オニヤンマヤゴ、 

 ミヤマカワトンボ（成虫） 

蝶：アサギマダラ、ゴマダラ、ミドリヒョウモン、タテハ類 

 

 川底の石は大雨に流され、表面が滑らかになっていま

す。そこに１mmほどのカゲロウがへばりついています。 

低水温でも虫たちは元気です。降雨がなければ来春ま

で、この場所で成長するでしょう。 

 あざやかな黄色がめだつセイタカアワダチソウに集まる

蝶の中に、ゆったり滑空するアサギマダラを見つけまし

た。海をわたり、2000kmを旅する蝶。越冬のため、南へ戻

る途中だったのでしょうか。最近は、夏の「だいや川公園」

などでも見ることができるそうです。今年の夏、この日光で

アサギマダラを探してみてはいかがでしょうか。 

                       （手塚、資料：塚崎） 

水の会・ゆったりウォーク 2016 小百編(2) 

木守柿待つ山里へ          11月13日(日) 
小百小学校裏 → 旧林道 → 小百鉱山跡 → 下ノ沢 → 原宿 → 小百小学校 

鉱山跡への道 

小百小学校 

秋晴れの青い空の下、

小百の里を縫うように

流れる二宮掘の水路を

たどり、のんびりゆっ

くり歩きました。 



放射能についてあれこれ活動していると、「不安をあおるのでは」「科学的に考

えてください」という声をよく聞きます■自然界にはもともと放射線はある。原

発事故から飛んできた放射能により空間線量が増えてしまった。けれど、それは

たいした量ではなく、ヒトが寿命を終えるまでに「100ミリシーベルト」くらい「被ばく」しても健康に

影響はないのではという主張です■たとえば北陸電力のホームページには「全身に受ける放射線が100ミ

リシーベルトより低い量で人体への影響は確認されたことはありません」と書かれています■ところがいっ

ぽうで、原発や核燃料施設で働いた数十万人のデータを解析し、低線量でも白血病になる恐れが上昇、

100ミリシーベルト以下でも危険性はなくならないという科学的報告があります。どちらも「科学的な検

証の結果」と言われると、どう対応したらよいのか混乱してしまいます。個々の立場や考え方で判断が違っ

てしまう場合もあります。いま、目の前で起きている放射能問題は、科学では解決できない問題を含んでい

るのです■だからといって科学的方法を放棄することは、より悪い結果を生むだけです。いままで経験した

ことのない放射能汚染にどう立ち向かったらよいのか。放射能について知ること、放射線量などの測定を確

実に行い、データを共有することの大切さは言うまでもありません。それをもとに、住む人の立場に立ち、

考え、話し合いを積み重ねることが、放射能汚染の現実に対応する方法ではないかと思います。  （Ｔ）  

 

郵便振替口座  ００１４０－４－５３５５５０ 

連絡先 
〒321-1102 日光市板橋1732-1 森 方 

今市の水を守る市民の会 

0288-27-2183 (8時～17時：森) 

0288-26-3324 (17時～21時：塚崎) 
http://www.somesing.net/daiyagawa/ 

だいや川通信 
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編集後記 

活動報告 
 

 ９月２３日（金）定例会 

１０月１５日（土）川むし調査会（西沢川） 

１１月１３日（土）ゆったりウォーク小百・第２回 

１１月２５日（金）定例会 

 １月１４日（土）新年会 

  ２月２４日（金）定例会 

 ３月２４日（金）定例会 

  昨秋、熊本を旅してきた。着陸前の空から先ず目に

飛び込んできたのは、益城町や熊本市街地の家々の

屋根にかけられたブルーシートのおびただしさだった。

そして、それはＪＲ三角線の線路脇にも及び、地震後半

年近く経っても修理や撤去が出来ぬまま崩れかかった

状態で放置されている家屋がいくつもあって、東日本

大震災後の人手不足の状況が今日まで続いていること

を改めて知らされた旅でもあった。 

 そんな中でほっとさせられたのは、枯渇したと思われ

た水前寺公園の池の水が地震前の状況にほぼ8割以

上回復してきていて、それを直接知る機会を得たこと

だった。阿蘇からの地下水の筋が破壊されたのではと

心配していたのだが、水はゆったりと時間をかけて戻っ

てきてくれた。 夏の名残を思わせるその日、池に手を

差し入れてみたら想像以上の冷たさに驚かされた。水

温は１３度くらいだったろうか。 

 公園周辺の街には水路がめぐられていて、大きな鯉

達が悠々と泳いでいる。上から覗くとその群がくっきり

と、そして生き生きと元気に行き来している姿が映って

いるのだ。水温の冷たさも大きく寄与しているのだろう

が、周辺に住む人々の清掃活動と鯉達への思いやりが

一つもゴミの沈んでいない水路を作り上げている事に

心を動かされた。 

 旧今市市内にも年間を通して水温・水量の変わらぬ

湧水がある。大谷川扇状地が産み出す地下水のなせる

業だ。日光連山を擁し、水を蓄えている大谷川扇状

地。私達の身近な所に顔を見せてくれる湧水がそこに

はある。木立の中から湧き出る水には自ずと不思議な

感慨を持たせてくれるエネルギーがあるようだ。足元に

あるその宝を、今年は当会の皆さんにいくつかを案内

できる年にしたいと思う。 

 まずは歩きましょう。そして街づくりのアイディアも生み

出しましょう。今年もよろしくお願いします。   （塚崎） 

足元に宝あります  － 湧水の町・今市 － を目指せ 

熊本の水路を泳ぐ魚 


